
-

M

H

す
す
す
す

に

の

ま

ま

ま

ま

す

史

て

め

し

し

し

ま

思

し

定

に

に

に

す

し

と

と

夜

こ

こ

こ

ま

c

m

民・
U
U
U
し
こ

e
m庸
あ
あ
あ
に

U

n
す
民
い
く
勾
こ
あ

ま

ざ

市

よ
ゆ
也

U
い

こ

め

に

み

U
事
あ
る

か

を

こ

信

仰

勾

明

に

市

こ

て

か

沼

E
・
の
を
商
置
り

肉

化

τい
曲

を

守

手
・
叉
め
ば
と
夢
め
を

と
す
商
こ
っ
き
の

m
D

川
で
械
を
い
釜
乞
宅
az

同
属
罰
い
が
き
ど
化
き

利
市
回
開
い
愛
子
文

町

、
の

お

い

川崎子

ωへ
に
え
し
し
あ

ち

mM
g
目
的
た
に
史
し

‘
.
，

た
袋
た
明
主

e切
を
且

R
.，

し
た
し
・
と
を
大
と
で

a匹
巳
a

〈
れ
〈
ち
凶
柿
伐
を
さ
れ
ゆ

t
t

た
ま
た
も
と
と
入
る
ん

わ
〈
打
復
水
心
宅
ふ
み

ぐ

り
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9
月

t
Bは
可
防
災
の

B
L
.
U年
前
の
関
東
大
地
震
巳
よ

っ
て
死
者
何
万
人
、
岨
慣
失
家
屋
幻
万
戸
と
い
う
抽
阻
害
が
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
.
こ
れ
を
敏
制
に
災
害
ガ
発
生
し
だ
樋
合
、

抽
阻
害
を
飯
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
市
で
も
毎
年
多

く
の
市
民
の
万
の
多
加
に
よ
り
総
合
防
災
馴
線
を
実
施
し
て

い
ま
す
.
い
ざ
と
い
う
時
巳
あ
わ
て
な
い
た
め
巴
、
日
頃
か

ら
単
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

.
H市
民
生
活
保
防
災
係

H

今
日

B
H制
湖
北
台
東
小
学
校
で

日
正

r
i

、，eEaF
E
F
EE

B

，.E
'
b
b
p
E
'
E

・E
・-、，
.. 
，

V
訓
練
内
容

避
雛
馴
線
、
ラ

抑
止

会
=
-
F
M鳩
硲
ぶ
刊

u
f…

恥

ィ
フ
ラ
イ
ン
(電
気
、
芝
、
水

かげ

U
H唱

/
F
U
一

uua匂
3
4
==一
-
a
υ
H
U

泊
、
語
)
の
彼
旧
訓
練
、
初
期

消
火
訓
練
‘
世
間
所
救
出
訓
練
な

「

9
月
1
日
午
前
刊
時
、
南

関

東

ど

地
域
に
お
い
て
大
地
獲
が
起
こ
り
、
出
午
前
9
時
に
警
戒
宣
宮
内
合

我
孫
子
市
で
も
震
度
6
の
裂
震
を
図
と
し
て
市
内
一
斉
に
・
ま
た
・

記
録
し
、
家
屋
内
側
樹
、
道
路
損
初
午
前
叩
時
に
は
、
地
緩
発
生
の

な
ど
の
被
笹
山
町
発
生
』
と
の
想
定
合
図
と
し
て
会
窃
で
、
サ
イ
レ

で
、
総
合
防
災
訓
練
を
笑
施
し
ま
ン
の
吹
鳴
お
よ
び
替
鎚
を
行
い

す
.

ま
す
.
お
問
迎
い
の
な
い
よ
う

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
・
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

V
日
時

9
月
1
日
(
土
)午
前
叩

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
深

はLご車による高所救出訓練

蹴患披露訓練
9月8日仕)午後 1時から
我孫子駅前貨物線跡地で

救
急
車
は
背
中

り
、
緊
急
を
要

た
時
に
ご
利
用

昨
年
内
救
急

1
9
3
3件
で

療
機
関
に
似
送

と
診
断
さ
れ
た

約
初
打
を
占
的

も
6
月
末
現
在

し
て
約
半
数
の

さ
れ
て
い
ま
す

応
教
処
置
の

嵯
で
適
切
な
処

市
中
を
袈
締
し
な

が
か
な
り
あ
り

忽
車
内
利
用
で

送
で
き
な
い
こ

ま
せ
ん
。
応
急

に
つ
け
た
り
‘

趨
疋
な
利
用
を

擦
に
対
す
る
市

10月1日は
固 の目

ω月
I
目、

全
面
一
汗
に
国

勢
制
査
が
行
わ
れ
ま
す
.

国
勢
例
査
の
結
果
は
、

一侃
祉

・
届
用
・住
宅
対
餓
な
ど
、
国
や

都
道
府
県

・
市
区
町
村
同
行
政

に
利
用
さ
れ
ま
す
。

制
説
的
対
象
は
、
赤
ち
〈
ん

か
ら
お
年
帯
リ
ま
で
日
本
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
方
で
す
.

9
月
幻
日
か
ら
初
日
ま
で
の

聞
に
、
制
官
班
員
が
世
帯
ご
と
に

別
査
擦
を
配
布
し
ま
す
。
漏
れ

な
く
、
正
純
に
ご
記
入
く
だ
さ

L
 ご

記
入
い
た
だ
い
た
倒
益
採

は
叩
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の

聞
に
、
陶
官
町
貝
が
伸
明
め
に
伺
い

ま
す
.

皆
同
仰
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
.

V
問
い
合
わ
せ

係

査
E

調
豆

勢
軍

国
E

f .J))¥ 

c4. ，.， 6 

政 こ』か () l品(H {、の ゆめ .}弘、い

文
惜
日
眼
統
計
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近
年
の
急
速
な
役
会
変
化
へ
の
対
応
や
、
高
齢
動
化

社
会
へ
向
け
て
生
き
が
い
を
も
っ
て
滋
ご
す
た
め
に

も
、
学
滋
や
趨
拙
陣
表
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
務
で

は、

g
mか
ら
公
民
慾
講
座
金
、
文
化
達
麹
誘
康
後

偶
期
生
、
大
学
開
放
議
附
総
生
等
+
信
義
傭
慨
し
ま
す
。
あ
な

た
も
網
刊
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
法
せ
ん
か
。

盤
国
銀
遼
解
教
筒
講
座

V
対
象
市
内
液
晶
院
の
方
(
外
関

人
的
方
も
含
む
)

曹
内
容
留
学
時
ん
と
の
交
流
や
議

演
な
ど

V
議
出
問
中
央
公
民
総

軍
学
盟
問
問
M

M

W

月
6
8
、
日
呂
、

門
川
河
川
川
呂
、
げ
閥
、
花
月
1
8
の

土
問
哨
刊
日
午
後
1
持
部
分
か
ら
3
待

ω分
ま
で

軍
支
臨
開
制
山
名

す
参
加
費

2
0
0
0
m門

湖
北
約
区
料
理
閉
山
科
講
際

V
対
象
潟
市
門
姦
住
め
だ
〈
h

羽
子

総
体
連
れ
は
ご
淡
婚
姻
〈
だ
さ
い
)

V
内
務
料
理
的
基
磯
か
ら
綾
田
介

約
制
作
涯
ま
で

す
場
所
相
側
北
総
絞
公
制
民
総

V
学
酒
田
臼
刊
N
n
4
8
か
ら
ロ
月

6
8
ま
で
の
毎
渡
木
間
輪
開
制
午
前
日
刊

昨
吋
か
ら
正
午
ま
伯
、

曹
議
録
制
山
名

V
受
緯
創
刊

2
0
0
0
m円
、
た
だ

し
材
料
糊
聞
は
お
途
時
間
以
へ

1
余

6

0
0
m円
程
変
}

湖
北
地
区
シ
ル
パ
!

ク
ッ
キ
ン
グ
議
座

V
対
象
中
市
内
仲
松
井
誌
の
方
〈
い
ね
γγ

胸
骨
議
れ
は
ど
遠
慮
く
だ
さ
い
)

V
由
門
官
官
級
品
骨
替
に
適
し
た
制
村
総

軍
機
蹴
削
減
北
抽
期
限
公
民
館

V
学
習
悶
砧

m
w
月
日
同
日
か
ら
M
M
附
円

吋
刊
日
制
ま
で
の
毎
滋
や
ふ
開
時
間
同
午
前
日
刊

件
付
か
ら
正
午
ま
せ

V
窓
蹴
問
幼
名

V
晶
拡
融
瞬
創
刊
♀

o
o
o
m円
、
た
だ

し
材
料
山
聞
は
別
途
掛
川
州
戦

~
1
食
8

0
0
円
程
燦
」

申
し
込
み
・
鱈
い
合
わ
せ

ハ
が
々
に
住
所
‘
災
張
、
年
齢
師
、

後
話
番
号
、
峨
例
経
名
を
明
部
品

L
、

9
n
7
口
同
(
金
、
消
印
官
制
品
開
)
ま
で

に
筏
孫
子
新
m
m
M
仇
中
央
公
民
絞
殺

(内側〉
0
5
1
5
へ
、
応
募
翁
多
数

的
場
合
同
同
機
泌
を
行
い
、

9
n
w同

日
〈
火
〉
ご
ろ
ま
で
に
泌
総
し
ま
す

m

公
民
館
グ
ル
ー
プ
会

(
晶
権
総
体
線
〉
募
集

曹
涜
時

m
w
悶
月
か
ら
平
成
3
年
2

nま
で
の
毎
週
水
機
悶
悶
午
前
却
時

か
ら
一
止
や

V
蝿
噌
端
問
中
央
公
民
館

V
内
容
務
官
廿
と
鍵
帰
属
の
た
め
の

体
後

V
輔
時
偶
蹄
滅
後
幾
代
子
氏

V
組
前
総
料
開
月
1
5
0
0
問

暫
定
員
紛
翁

V
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
仲
間

復
ハ
庁
キ
ま
た
は
電
話
〈
午
後
7

叫
吋
判
納
税
昨
)
で
、
肉
R
S
の
1
須
藤
閥
朗

子
台
(
山
間
〉
6
S
0
4
へ

東
響
関
麓
講
一
塵
聾

。
万
年
開
討
を
迎
え
た
ふ
巾
民
大
学
問
同

法
議
機
は
、
今
年
も
中
央
学
総
ふ
〈

学
、
川
川
村
学
問
問
女
子
大
学
的
協
力

を
得
て
隊
機
導
れ
ま
す
。
潟
大
学

、F
い
も
、
市
民
に
問
問
か
れ
た
大
学
を

回
数
し
、
多
絡
を
講
座
骨
附
附
数
。

み
な
者
ま
の
受
鱗
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
"

中
央
学
院
大
学

ん
才

i
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

一

*
i
i

v機
所
中
央
学
際
火
学

曹
総
酷
マ
市
内
容
下
表
掛
秒
間
肌

V
対
象
・
定
員
一
一
般
成
人
〈
得

議
践
と
も
同
名
。
た
だ
し
、
災
用

機
叫
躍
は
鈎
名
、
手
続
m
抑
制
崩
辺
町
総

裁
史
は

ω名
、
生
史
的
文
化
は
品
目

名〉V
受
拙
蹄
終

3
0
0
0
m門

甲
車
L
込
品
・
附
問
い
合
わ
せ

9

H
n
3
臼
(
悶
月
)
か
ら
援
組
捕
ま
た
は
ハ

が
キ
(
義
援
総
出
掛
袋
、
住
所
、
氏

名
、
却
や
臥
冊
、
従
話
番
珍
金
問
問
似
品
)

明
、
久
寺
家
4
5
1
・
中
央
学
院
大
時
十

オ
i
ァ
ン
方
レ
ツ
ジ
稔
〈
的
制
」
6
5

時
掛
座
名

布

往

生

花

童書788号

盤

i
i
l
i
i
i
l
i
-
-ぃ

山
町
絞
め
文
化
逐
駿
議
機
、
今
回
聞

は
後
期
生
を
務
愉
惜
し
ま
す
@
ふ
る

唱
で
ど
俗
世
評
く
ど
き
い
。

V
対
象
市
内
経
住
で
継
絞
し
て

受
議
匹
、
患
る
方
(
お
?
?
総
連
れ
は

と
逮
慮
く
だ
務
い
}

曹
申
し
込
み
・
酬
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
校
蹴
m.
氏
名
、
年
粉
、

後
総
務
号
、
議
席
牒
名
、
後
畑
隅
場
所
、

開暗
8
を問問一民

1
、
9
月
8
a
〈之、

A
W
撒
欄
)
ま
で
に
各
山
申
し
込
み
先
へ
、

応
世
帯
者
多
数
約
機
会
は
総
務
し
、

総
数
日
同
後
門
口
、
滅
的
州
し
ま
す
。

0
6
へ
。
一
白
血
同
周
い
い
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

オ
ー
ブ
ン
カ
レ
ッ
ジ

隣
諸
記
念
講

令
市
穴
然
院
大
学
で
は
、
オ
ー
プ

ン
カ
レ
y
ジ
的
関
織
を
記
念
し
、

議
機
会
を
悶
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
治
お
気
軽
に
お
守

か
け
〈
必
き
い
。

V
R時
間

N
R
6
g
{
土
)
午
後
記

時
か
ら

V
場
一
市
中
央
紳
十
時
間
大
学
3
珍
総

3
4
1
殺索一

V
糟
師
陣
獄
後
構
内
中
辛
子
氏
〈
M
内

Hn

k
晶
子
!
?
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
〉

V
演
題
「
〈
ら
し
と
こ
と
ば
」

軍
側
問
い
合
わ
せ
出
T
炎
然
院
大
時
十

時
U
(

山山
)
6
5
0
6

宮尊厳際E貫録・湾問

湧甥122品51i;ii;5時間

教授 i丹四日除<)
I 12:お)-]4:00 

稜
一

回
H

一

昨

ジ

一

判

y
…

過

レ
一
段
…

h
町

一一一一間
ブ

一

一

川

ト

…

一

審

の

bl
一
一
資

4

強

工

一

一

上

大
一
一
」
パ

概
念
一
ど

・

号

、

/

M

M

恥

い

レ

琳

叩

v

i
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川
判
明
学
閥
闘
女
子

大
学
問
開
放
幾
度
一

本
l
l
}
i
L

V
場
所
掛
川
村
学
問
閉
会
子
大
小

〈
下
ケ
一
戸
1
1
3
3
袋
地
)

V
際
帥
マ
内
容
下
市
政
務
問
問

曹
対
象
ヲ
総
成
人

V
鳳
制
緩
制
村
無
料

V
申
し
込
み

-mい
合
わ
せ
仲
間

後
ハ
が
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

後
話
番
号
、
後
備
酬
を
品
相
談
す
る
線

機
添
品
ワ
(
加
持
議
擦
で
も
一
叫
)
を
開
明
記

し、

9
R
7
U
〈
念
、
消
印
復
品
別
)

ま
で
に
殺
孫
子
1
6
8
4
教
育
委

員
会
社
会
品
料
品
精
錬
告

(
v
m
)
1
1
5

1

へ

飯島 笈ー IOll1 B-12持日目的

._ I J接持w臼

l 鈴教授 1仁詩-12:00 

制 10丹1日一12月208町子住民話 a 

二I晶玉水際経
助教綬 ， 

山 10:00-11: 50 

10耳138-12月21筏q)

各土球お

13: 30-15: 00 

10月13.14綬

{土'8的 l拍， 8) 

豪華済学の差霊泉

義時的な鶴惑から人間内容空をかいま見る

フィットホスのE墨豊富と事官践

フィットネスをi量Lて体力や諜動技能を欝持

手事電沼腐辺(l)地域史

富婆苦手の緩から<'l犠JII内水利と水戸総遂のかかねり
あIJこ恕滋'"時代的ながれを見つめる

金火の文化(自然学語障度}

? 治ま

実 湾書道

かなの1Eしい務を学び毛器産的英L;;にふれる

事産量量簿Ile=経耳買事事講座
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保
健
セ
ン
タ
ー
で

会 =(1)' 6語(3) 1990. 9. 1 

EfJ'h't; ~ "-
湖
北
台

1
の
ロ
の
日

(湖
北
駅
南
口
徒
歩
2
分

s
h
u
l
-
-
3
1
 

用
具
は
毎
回
。
第
1
回
は
パ
ス
タ

オ
ル

l
枚
、
第
4
回
は
さ
ら
し
布

1
5
0
m
位
‘
糸
、
針
、
ハ

サ
ミ
、

マ
チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
.

4
B規
学
級
日
程

割 1回
9月38 );邸内話

un 妊凶悼j国

自~2 回
9 JlIO日 妊録中町由'"聞生

師、 妊t宮中と庫i金町保陣

M3回
9月188 妊時i'fl町栄華

(勾 妊街中毒庄町'(-f}j(医師向話}

揮 4回 9月26臼 予づ<')オム y

(j<) 方。らゃん円聾揖

ぼ
く
、
コ
ッ
プ
で

上
手
に
飲
め
る
よ

高5
構は

し

泉 4 s
宅~1J

8享告
白ん

育

児

相

殴

'
内
容
身
体
制
側
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、

栄
養
相
級
、
歯
科
相
談‘

保
健
婦
の
相
談
な
ど

間
乳
児
健
診
は
母
子
健
版
手
帳
の

無
料
券
(
3
1
6
か
月
用
、

9
』
日

か
月
用
)
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
.

4

司
育
児
相
談
日
程

医圏園
(月 1 ~ 月 I ~月9 (A 糊
火 火火火
S 25 I ::. 18 I ::. 11 I ::. 日

臼 日 臼日

• 9 : 15-9 : 45 (詰畠児) 盛

• 9 1-15-10・3o(そ同地相師向島る方) 付

-平底 2，手 5丹生まれ(通知がいきます} 対

l ・0-6綾{柑帥円みる方) 車

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
皮
廊

お
よ
び
絢
定
B
C
G

V
対
象

平
成
2
年
5
月
以
前
に

生
ま
れ
.
ー
度
も
B
C
G
接
種
を

受
け
て
い
む
い
乳
幼
児

(
対
象
児

に
は
通
知
が
い
き
ま
す
)

V
時

間

午

後

1
時
間
日
分
か
ら
2

時
ぬ
分

V
持
参
母
子
健
康
手
帳

出
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
相
誠
向
後
お
い
で
く
だ
さ
い
.

(
溜
花
品口

1
歳

6
か
月
v

こ

ぜ

曹

と

う

り

内
小

関

桃

李
ちゃん

チ
ヤ
プ
チ
ャ
プ

大

好

き

9月の田園・体目当番医
日 前・医院名 電 笛

平 1" 台府民
2 

エムビレ才師英医院 89-2641 

アピコ外帥!.l形外科病院 島'-7321
9 

湖北台 t全 般商 88-8768 

j¥( l~ 干!l'I.仁会同院 88-31 1 1 

15 rm 
四 阪 院回 2840

串仁告我拍子 耐 院 82-8166 
16 

l車 回 医 院 88-3231

j¥(拍子つ〈し針病院 84-2211 
23 

民 田 内 H 同協同 89-3 1 0 I 

24 
アヒコ外相!.l都外H府民 84-1321 

守 尾 医 院副-6813

30 
世話予堅ヒ岳 耐 段 88-31 1 1 

4定 同 内 4キ 82-8 9 3 0 

4

司
ツ
反
お
よ
び
判
定

B
CG
日
程

2Z  
n "レ
4 ク
日 リ

… 火 原

… 
月hI~ 
6 1'8 
旦 c
ホ G

9
月
四
日
(
火
)
一
9
月
四
臼
(
ホ

唱・6
か
月
児
.
，
B
蜜

'v
持

参

母

子
帥
岡
山
相
手
帳
、
他
ブ

ラ
y
(
大
人
・
子
供
用
各
l
本
)、

削
除
以
(
誕
百
も
忘
れ
ず
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
)

4
1均
四

6
か
月
同
月
健
康
惨
査
日
程

9(月世14)日 9(月金7)臼 岡田

9 : lS-n :曲 崎間

2'ら日b8-庇年ヰ元E 

から 血年平元月2 対15 

生，草t月1z 6 
生3日t 

車
M a 

損ね つ

翁 本~ 主
?隼t雲苦
手綱苦ん L

B五だ

周
之
り
・
園
調
叡
量

府
こ
り
や
腰
術
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
.
当
日
は
個
別

相
日間
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
・

V
時
間

午
後
l
時
初
分
か
ら
3

時
(受
付

l
時
か
ら
l
昨
日
叫
分
)

V
申
し
込
み

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

彼
脂
ま
た
は
直
接
お
い

で
下
さ
い
.

4

司肩
こ
り
・震
壇
欄
赦
室
巴
程

期日 主 生 内 書

9月48 身近...陣閣法(話)
(火) 体措{語昨崎 、 体を動かす~-i')

9 flll B 
ft4¥U断.栄捷町パラノえをとるた的に

{火}

9月18B 正しいf白町んが急方と由そヲのうろヲの予防
(火) について. Mこ')臆摘干防肉体陣

9月25日 .\'1よ り蝿冊子~}jの作保
[火) (体町状態をみなが勺体砧を itいます)

健
康
メ
モ
@

呼
吸
時
的
空
気
町
通
り
道
を

気
道
と
い
い
、
そ
こ
の
紡
肢
に

あ
る
細
胞
に
は
、

-
個
に
つ
き

約
2
0
0
本
的
短
い
線
毛
が
つ

い
て
い
て
、

1
分
間
に
1
0
0

0
回
以
上
向
巡
き
で
動
い
て
い

ま
す
.
ま
た
、
枯
阪
か
ら
は
1

日
に
約

i
o日
目
的
分
泌
物
を

出
し
ま
す
.
こ
の
中
に
は
免
疫

物
質
や
抗
炎
症
性
物
質
を
含
ん

で
い
ま
す
.

外
界
か
ら
吸
い
込
ん
だ
ゴ
ミ

や
ば
い
閣
は
分
泌
物
に
術
促
さ

れ
、
線
毛
に
よ
っ
て
目
的
方

へ

排
出
さ
れ
ま
す
・
こ
れ
が
債
で

す。

相み
2出を f畢川・
を持健 l骨四
行つセ 121踊
つ方 ン 1!z 
ての 7 1司町

まめで 1‘F
すには Ild
.粉、 |帽

術 的 l'園田喧
生悩

し
か
し
、
線
毛
だ
け
で
う
ま
く

外
に
出
な
い
時
は
.
せ
き
の
反
射

に
よ

っ
て
崎
出
し
ま
す
.
こ
れ
が

気
道
を
掛
川
浄
化
し
、

肺
を
守
る
防

衛
機
嫌
で
す
。

せ
き
と
伎
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
起
こ
り
ま
す
.
大
気
の
ゴ
ミ

の
ほ
か
に
は
、
タ
パ

コ
が
最
大
町

せ
き

し
あ
わ
せ
学
級

こ
れ
か
ら
父
冊
柄
、
母
線
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
、
こ
夫
婦
で
ご
参
加
〈

だ
き
い
.

V
日
時

9
月
鈎
日
(
土
)午
前
9

時
ぬ
分
か
ら
日
時

ω分
(
受
付
は

当
日
会
場
で
午
前
9
時
日
分
か
ら
)

V
内

容

*

凶
ミ
リ
映
写

「
母
と

子
の
き
ず
な
」

本
赤
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
町
入
れ
方
(災
自
}
本
純
に
な

る
と

い
う
こ
と
は
(
稲
)
*
そ
の
他

相
級幅

制
倒
閣
]

V
時
間

午
前
日
時
初
分
か
ら
日

時
ぬ
分
{
鯨
3
聞
は
午
後
i
時
か

ら
3
時
)

-v
持
参

母
子
帥
間
版
手
帳
と
敏
紀

原
因
で
す
.
タ
パ

コ
は
隣
り
の
人

に
も
彬
轡
し
、
ま
た
、
近
頃
的
建

物
は
サ
y
シ
な
ど
の
普
及
で
密
閉

位
が
よ
く
な
っ
た
反
而
、
出
世
%
が

よ
く
な
い
の
で
室
内
汚
染
も
問
題

で
す
.

ま
た
‘
乾
燥
し
た
空
気
や
冷
た

お
気
軽
に
ご
相
鍛
く
だ
さ
い
.

V
申
し
込
み
屯
話
予
約
(
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

'
担
当

神
縫
内
科
医
横
山
遼
郎

先
生

拍
保
健
所
か
ら
M
h河
口
U
U

3a児
健

康

惨

董

療

宵

相

殴

V
対
象

昭
和
的
山
年
6
月
生
ま
れ

V
日
時

9
月
幻
自
(
木
)
午
後
I

(通
知
が
い
き
ま
す
)

'
時
か
ら
2
時

V
日
時

9
月
日
日
(火
)受
付
・

V
対
象

笠
形
外
科
的
な
心
配
的

午
後
1
時
日
分
か
ら
2
時
応
分
あ
る
印
税
未
満
向
乳
幼
児
と
児
蛍

マ
渇
所

保
健
セ

ン
ア

l

V

場

所

純

保
健
所

V
持
参

母
子
他
脱
手
帳
.品
開
7

V
内
容

繋
形
外
科
医
に
よ
る
訟

ラ

シ

、

尿

察

・

指

城

、
保
健
婦
に
よ
る
指
場

-v
持
参

母
子
他
市
川
手
帳

圃
川
閣
制
]

V
目
時

9
月
幻
目
(金
)
午
後
1

時
刻
分

守
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

V
内
容

手
足
の
し
び
れ
や
捕
み
、

ふ
ら
つ
き
、
め
ま
い
待
神
経
雄
剰

に
つ
い

て
の
専
門
医
に
よ
る
相
談

曹
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

9

月
M
日
(
金
)
ま
で
に
柏
保
随
所
へ

成人病健惨・予宮

ガん・乳ガん横惨を

保健センターの成人病健鈴 子宮が

ん険t告 111 月て科了しま LI~ . 12月ま

ては市内香舵医栂機関で実地Lてます

ので、ぜ()， '-l-i告することを };勧めし

ます.(r保健センターのご案内」事照)

@成人病健鈴 {無料)...40歳以上向方

@干宮がん検給付030問)"，30;'電以J-.<'>

世性

@れがん織防(悦訟、 触診'j祭伺)・ 30

i，~以土町女性

年1;:一度|ま

い
申
U
A
も
せ
き
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
綿
毛
的

運
動
を
仰
、
之
、
タ
パ

コ
は
分
泌
物

が
刷
、
ぇ
、
線
毛
が
破
壊
さ
れ
て
地

位
気
管
支
炎
に
な
り
、
絞
め
略
出

が
困
維
と
な
り
ま
す
.

せ
き
が
出
る
か
ら
と
い
っ
て
も

す
べ
て
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.

e日

a
ル疲

と
減
税
を
す
る
と
き
や
コ
ン
サ
ー
ト

の
あ
と
な
ど
は
、
よ
く
経
い
せ
き

が
出
ま
す
が
、
緊
張
し
た
時
あ
る

い
は
緊
相
官
が
は
ぐ
れ
た
時
的
せ
き

は
む
悶
性
の
も
の
で
、

心
配
の
な

い
も
の
で
す
・

筑
が
U
A
道
内
に
た
ま
る
と
、
そ

れ
が
沼
地
に
な
り
感
染
を
増
強

-

さ
せ
ま
す
か
ら
、
排
出
す
る
こ

時

と
が
大
切
で
す
.
そ
の
た
め
に
+

は
、
去
筑
剤
や
気
管
支
拡
張
剤
守

等
を
使
い
ま
す
・
ま
た
、
吸
入

時

療
法
的
後
な
ど
は
侠
が
出
や
す
守

い
よ
う
に
体
位
を
変
え
る
の
も

時

よ
い
方
法
で
す
.
こ
れ
は
、
水

は
低
い
方

へ
流
れ
る
と
い
う
理

由
か
ら
で
す
。
そ
の
他
に
背
中

な
ど
を
緩
く
叩
〈
の
も
ひ
と
つ

の
方
法
で
す
.

せ
き
が
い
つ
ま
で
も
続
い
た

り
燃
が
下
が
ら
な
い
場
合
、
ま

た
血
僚
が
続
け
て
出
る
よ
う
な

ニ
と
が
あ
れ
ば
、

早
目
に
支
診

し
た
方
が
無
難
で
す
.

V
問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
医

師
会
宮
(
鴎

)
5
5
2
5

会
「
ふ
え
る
大
腸
が
ん

献

と

そ

の

予

防

」

あ
な
た
は
ぷ
タ
と
早
合
点
し
て
い
ま
せ
ん
か

最
近
‘
大
腸
が
ん
が
忽

m
L、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
.
大
腸
が
ん

の
実
態
は
・
.
早
川
発
見
の
た
め

の
検
査
法
は

e
-
予
防
法
は
:・

な
ど
、
最
新
町
医
学
情
報
と
笠
宮

な
経
験
的
中
か
ら
絡
が
展
開
し
ま

す
.
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
健
康
管
型

に
お
役
立
て
〈
だ
き
い
.

-v
日
時

9
月
幻
日
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
3
時

V
場
所
保
健
セ

ン
タ
ー

'm師
比
仲
山
相
仰
先
生
(
来
首
両

立
仲
病
院
長
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

紡
で
、
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。
先
端

i
o
o名
.

が
ん
予
防
展
と
講
演
会

。
が
ん
無
料
相
殴
・
展
示
コ
1
ナ

V
日
時

9
月
7
日
(
金
)
か
ら
ロ

日
(
木
)午
前

ω時
か
ら
午
後

6
時

(
ロ
日
は
午
後
5
時
ま
で
)

V
内

容

取

が
ん
チ
ェ

y
ク
ロ
ポ

y
ト
、
パ
ネ
ル
展
示
、
が
ん
予
防

の
た
め
の
は
か
条
ゲ

l
ム

旗

開

カ
メ
ラ
に
よ
る
悦
悦
悶
が
ん
の
デ

モ

市

ビ

デ
オ
上
映
な
ど

@
鴎
演
会

(
先
渚
2
0
0
名
)

V
日
時

9
月
8
日
(
土
)
午
後
1

時
か
ら
3
時

-v
内
容
$
「
自
分
で
守
ろ
う
自

分
的
か
ら
だ
」
油
田
村
欣

一
氏
(
県

が
ん
セ
ン
タ
ー
HK
)
*
「
生
き
る
か

死
ぬ
か
ニ
ニ
が
岐
れ
め
』
中
島
み

ち
氏
(
作
家
)

E
E
岨咽所

千
灘
そ
ご
う
百
貨
庖
8

階
ホ

l
ル
(
千
灘
駅
前
)

園
田
問
い
合
わ
せ

県
が
ん
セ
ン
タ

ー

8
0
4
7
2
(
刷

)5
4
3
1

323 



1990. 9. 1 (4) 屯E

〉
図
書
館
J

ニ
だ
よ
り
J

。
市
民
団
・
館
企
(
削
刷
)T
a
-
-

。

@
湖
益
男
館

宮
(
U
)
3
0
5
5

@
布
佐
分
館
宮
(
的
)
1
3
1
1

0
移
酌
図
・
館
世
{
U
}
0
9
0
9

乙亦説i

V
演
題

あ
主
た
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
|
|
現
代
家
庭
内
問
題
点

を
見
つ
め
直

L
.
生
き
生
き
と
し

た
家
絞
め
あ
リ
方
を
探
し
ま
す
.

V
日

時

9

月
7
日
(
金
)
午
後
1

時
ぬ
分
か
ら
3
時
ぬ
分

'
岨
噛
所
布
佐
分
館
第
l
会
日嗣
盆

'v練
師

向

よ
り
子
氏
(
評
論
家
)

V
定

員

先

着
切
名

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

湖

北

台

分

館

第788号

H
水
墨
画
H

V
作
品
・
作
者
古
利
回
明
(
叩
号
)

松
崎
利
三
郎
(
中
峠
)
.
ポ
プ
ラ
(
凶

号
)
栂
良
子
(
湖
北
台
}
、
毘
沙
門

主
(
叩
号
)
石
川間
美
恵
子
(
湖
北

ムロ)
、
高
士
山
(
ロ
号
)
僚
村
消
正

(
新
木
野
)
、

秋
海
裳
(
8
号
)
村

松
順
子
(
新
木
野
)

布

f左

分

H
油
絵
H

V
作
品
群
れ
飛
ぶ
(
ロ
号
)
、
尾

瀬
(
山
号
).
古
都
特
色
(
同
日
号
)

V
作

者

伊

原
三

一
(布
佐
)

画
期
間
9
月
初
日
(
土
)
ま
で

お
は
な
し
会

子
供
た
ち
に
慌
し
い
絵
本
と
の

出
会
い
を
、
健
や
か
な
成
長
を
、

と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
楽
し
い

お
は
な
し
ゃ
絵
本
の
柏町
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

4
歳
か
ら
9

館

写
真
募
集

ニ
の
欄
に
松
せ
る
写
真
を

募
集
し
ま
す
。
テ
!
?
は
「
私

の
好
き
な
こ
の
持
所
、
こ
の

〈私の倍き怠昆煩〉 手貿沼E 高木正鑑〈高野山〉

r胴の間早網館圃上方ら手賀沼の自然を奥ました」

風
妓
」

別
紙
に
住
所
、
氏
名
、

世
話
番
号
、
刷
出
影
年
月
、
場
所
‘

ひ
と
首
を
明
記
し
、
我
孫
子
l

8
5
8
市
役
所
広
報
広
聴
諜
へ

ど
う
ぞ

(簿
樹
進
呈
)

:

j
I

l

l
-

-け
o
l
i
d
-

j

4

4

4

4

ー

の
お
姉
さ
ん
と
子
ど
も
ン
ョ

l

-JJVい人一J
J
1
・ぃ
・ぃ・一

-x-Vハルい
JI
いし

Jγυ
-r
v
ul
vh人
iv
N
U肝
心い
一

ホ
人
形
劇

「不
思
滅
的
閣
の
ア
リ

s

j.沼
…

g
a酒寄
金

ト

ペ

…一

ス
」
(
劇
団
ピ

J
リ
座
)

・1・一・
1
h
・¥・

.vx・い山・い・
v
i
J
・γ
川
河
山
・
引
い
・
け
心
・
丸
山
・
ソ
・・1
u
・1
V
八人
一

V
入
場
方
法
市
役
所
市
民
生
活

仲

k
ト
仁
ト
に
I
仁
U
h
れ
い
い

ι
諜
‘
支
所

・
巡
給
所
、
市
民
図
啓

司

V
日
時

9
月
刊
以日
(
土
)
午
後
2

館
本
館
・
分
航
、
市
民
会
館
で
配

わ

時
か
ら
4
時

布

し

て

い

る

入
場
券
を
当
日
お
持

K

V
場

所

市

民
会

館

ち

く

だ

さ

い

。

-v
内

容

本

縦
し
く
党
え
よ
う
町
民

V
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
交

叫

通
ル

I
ル
(
市
交
通
指
導
只
)
*
秋
通
防
犯
係

交
通
事
故
災
害
者
に
日

見

舞

金

を

支

給

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
早
め
に
手
続
き
を

い

れ
れ

L
U

子
、
さ
め

市
で
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事

マ
申
開
資
格

事
故
の
あ
っ
た
日

山

一
り

故
に
よ
り
災
害
を
受
け
た
方
向
た
に
我
係
子
市
に
住
民
登
録
し
て
あ

…

寸

叫

閉

め
に
、

交
通
災
害
見
舞
金
制

度

を

る

人
。
た
だ
し
、
主
主
咽
の
飲
酒

一

い

市

腕

往
け
て
い
ま
す
。
万

一
、
交
通
事

運
転
、
無
免
前
週
転
、
犯
邦
行
為
、

F

ぺ

人

伝

【

J

1

A

Y
刷
川

故
に
あ
わ
れ
た
ら
早
め
に
申
附
の
故
意
ま
た
は
盛
大
な
過
失
お
よ
び

い

V

e
節

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

天

災

な

ど

に

よ

り

災

TZ受
け
た

山

川

和

師

E

ト

5

V
申
間
期
間

交
通
事
故
の
先
生
場
合
に
は
‘
支
給
し
ま
せ
ん
.

X

皆

ω凶

，、

+
a
'
3
A
手
a

し
た
日
か
ら
1
年
以
内

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

山

川

山

昨

t
I
l
l
i
-
-
t
l

u

よ

月

我

会
的
悩
み
は
練
習
を
す
る
場
所

一

却

雌

改

の
縦
係
。
何
せ
2
幻
を
起
す
な
ぎ

加

:

相

聞

な
た
を
、
縦
償
無
尽
に
級
う
た
め

叫

に
は
相
当
広
い
場
所
が
必
要
。
そ

∞

の
た
め
に
も
」
市
内
に
武
道
館
が

引

退

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
切
望
す
る
斉

一

は

聴
き
ん。

円

-

発
足
し
て
約
半
年
。
こ
れ
か
ら

ぽ

岬

は
『
お
食
事
会
や
ボ
ー
リ
ン
グ
大

和

'
凪

l

会
な
と
で
、
観
陸
を
深
め
よ
う
と

叫

町
即

思
っ
て
い
ま
す
」
。

4
4

V
連
絡
先

斉
藤
栄
子
宮
(
制
)
8
叫

7
4
5
 

・・・v
…
@
@
@
G
G
e
o
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-A開
ド
L
圃
・
・
・
・
・
・
・

d
H
憾
り
ま
す

H

V

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

|

c
 

町
‘
.
.
.
 
哩
・
・
・
・
・

-

V
有

料

で

*
C
D
プ
レ
ー
ヤ
ー

リ
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

措
岨
咽
院
可
凶
祖
国
・
・
司

X

(

ソ
ニ
l
m
)
〈平
林
含
(
日開
)
3
7

品、

電
気
製
品
、
子
供
用
品
、
学

4
4aE・
E・
-
可

叶

7
6

問
用
品
、
自
転
車
(
原
付
を
含
む
)

if
R
圃
圃
・
可

.

V
申
し
込
み
各
牛
絡
先

へ

直

接

な

ど
主
と
し
て
日
用
雑
貨
等
の
耐

県
大
会
出
場
を
目
指
し

…

電
話
し
て
く
だ
さ
い
・

久

消

資
財
と
し
ま
す
・
衣
類
、
自

練
習
に
励
む
連
盟
の
皆

吟

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
掲
械
は
、
市
動
車
、
生
き
物
は
取
リ
扱
い
ま
せ

さ

ん

民

生

活
陳
消
費
生
活
係
で
、
電
話
ん
。

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

-~~}ltþj:::司自民~"';'f~:主主1iJ~'i'.. U=~:H. 

ゅ広
げ
よ
う
無
事
故

の
記
録
我
が
家
か
ら
u

を
ス

ロ
l
カ
ン

に

9

月
幻
日
か
・
句
初
日
ま
で

「秋

2
盟主官ノ量

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
巡
動
期
間

中
的
9
月
勾
日
(
土
)
、

子
ど
も
速
が
人
形
劇
や

y
ョ
ー
な
ど
で
縦
し
み

む
が
ら
交
通
ル

l
ル
が

覚
え
ら
れ
る
「
ち
び
っ
こ

交
通
安
全
大
会
」

を
開

催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
ち
び

っ
こ
に
は
紫
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
.

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご

参
加
く
だ
さ

い・

成
く
ら
い
の
チ
ピ
ッ
子
集
ま
れ
/

V
日
程
*
9
月
6
日
(木)、

初

一

日
(
木
)
市
民
会
館
第
4
会

様

車

一

本
9
月
日
日
(
木
て
幻
自
(
木
)
布
一

佐

分

館

お

は

な

し

の

部

屋

一

V
時

間

午

後

4
時
か
ら
お
分
間

一一

「
メ
ン
/
¥
、
ス
ネ
/
¥
」

一

2
V川
町
叫
勺
の
な
ぎ
な
た
が
大
き

な
孤
を
柿
き
、
館
内
に
は
気
合

同
こ
も
っ
た
戸
が
柵
押
さ
わ
た
る

今
年
3
月
9
目
、
市
内
の
愛

好
者
4
名
で
「
な
ぎ
な
た
同
好

会
」
を
発
足
し
た
。
現
在
、
会

員
は
却
設
代
か
ら

ω歳
代
ま
で

の
女
性
ば
か
り

M
e
q
市
体
育

⑫
 

曜日 日 ステーγ ョン畠 i晶 所 時間(午後) I 
5 中 帥 中峠他凶桂公 樹 1:30-2:10 

ホ 湖 北 湖北地 区公民 館 2・20-2:50
19 新木 野 あらさ 野 ス ト7 諜 3:10-4:00 

木
6 天王台 天 王 古 車 児童公園 2 :曲-2 :50 

20 背 山 古 柴崎古 4 号公聞 3・10-4・∞
金

7 久寺家 久寺 家あけぼの公園 2 :凹-2 :，15 

21 つ くし野 車且y ョッピングセンタ 轟 3:曲-4 :∞ 
水

12 布 佐 m 育 年 自立 2 :∞ 2・45
26 布佐平相古 布 l主南 近隣 センター 3 :凶-4 :∞ 
13 

白 山 ー 洋 電 路社宅入 口 1 :40-2 :20 

木
27 

並 本丸石家 具 駐 車 場 2 : 30-3・00
古 回古田池尻公匝1 3・20-4・∞

金
1. I t日 戸中 鈴木ぶどう 聞 11;) 2 国 -2・40
28 つ〈 し野 草草 y ョッピンダセン ター裏 3・∞-4 :∞ 

(;~) 号よか世号(自書館~)9月のB

基
本
は、
礼
儀
・
気
合
・
全
身
運
動

動G細翻

盟

協
会
へ
の
加
盟
を
捌
に
、
そ
の
名

を
「
な
ぎ
な
た
連
加
」
と
改
め
た
。

「
な
ぎ
な
た
は
ゆ生
涯
体
育
“
な
の

で
、
無
理
せ
ず
、
保
し
い
ニ
と
が

い
ち
ば
ん
.
剣
道
に
比
べ
滋
し
く

な
い
の
で
女
性
に
は
向
い
て
い
ま

す
」
と
指
砂
に
あ
た
り
、
会
的
代

表
を
務
め
る
斉
藤
栄
子
さ
ん
。

日
開
閉
闘
は
毎
辿
金
時
日
‘
主
に
中

央
公
民
館
前
向
仮
股
背
年
館
が
道

場
.
け
い
こ
渚
に
婚
替
え
る
と
、

館
内
い

っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
足
き

ぱ
き
、

体
き
ぱ
き
、
打
突
の
練
官

か
ら
始
ま
り
、
向
い
合
つ
て
の
打

ち
返
し
ゃ
形
内
線
畑
出
‘
そ
し
て
防

具
を
つ
け
て
実
戦
き
な
が
ら
の
試

合
げ
い
こ

へ
と
続
〈
ミ
梨
し
い

で

す
よ
‘
政
商
で
す
」
と
流
れ
る
汗

を
拭
き
な
が
ら
語
る
会
員
の
ひ
と

なぎなた

ニ
の

ス
ポ
ー
ツ、
「
礼
俄
を
重
ん

じ
る
」
「
U
A
A
戸
を
か
け
る
」
寸
全
身
運

動
」
町
3
つ
が
基
本
。
大
声
を
出

し
.
汗
を
か
く
こ
と
が
最
高
の
健

脱
法
と

い
う
.
「
週
に
1
回
ゃ
れ
れ

ば
、
ス
ト
レ
ス
な
ん
か
吹
き
飛
ん

で
し
ま
い
ま
す
勺

染 谷 呆 径 選

白
き
雲
ふ
え
て
九
月
内
泡
〈
ら
し

笠
谷
千
鶴
子

盆
提
幻
自
怯
き
通
り
に
と
り
ど
り
に

久
保
田
幸
枚

岩
タ
パ

コ
咲
き
石
鹿
は
歴
史
絡
め
松
浦
白
椛

杉
内
憾
に
苔
的
花
暁
く
露
地
か
な

公

手

孝

嗣

か
な
か
な
の
小
道
じ
ぐ
ざ
ぐ
山
ホ
テ
ル
山
崎
諒
一

衣
を
裁
つ
織
に
音

な

し

桐

一

策

長

谷

川

敏

子

秋
絞
び
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
急
ぐ
道
石
川
照
子

点
滴
の
腕
に
し
び
れ
や
居
待
月
野
口
こ
う

足
座
敷
か
た
み
内
部
を
と

η
い
だ

し

泉

武

久

子

依

ま

っ

し

花

火

大

給

問

展

く

篠

固

ま

さ

虫
た
ち
の
め
こ
す
仕
業
や
落
し
文
瀬
戸
む
め

宿
坊
の
窓
辺
に
ち
か
し
姉
し
ぐ
れ
海
老
原
千
代
子

迎
え
火
を
焚
き
に
し
仏
間
に
五
聞
が

一
人
無
と
な
リ
て

唱

え

る

般

若

心

経

波

辺

万

里

カ
ン
ナ
咲
き
U
ま
は
り
の
咲
く
夏
の
日
に
友
六
十
年

内

生

涯

を

閉

ぢ

ぬ

奥

野

二

三

一
瞬
の
修
m
m
も
か
が
や
け
鬼
百
合
同
花
芯
は
炎
ゆ
る

逝

〈

哀

の

防

に

伊

荻

野

道

子

吾
を
見
て
に
は
か
に
声
を
は
り
上
ぐ
る
三
歳
の
孫
動

き

て

止

ま

ず

三

谷

和
夫

一見然
り
子
供
み
も
)
し
の
通
り
ゆ
き
太
鼓
の
音
も
ひ
と

き

は

高

し

公

手

孝

嗣

盟
作
町
西
瓜
う
ま
し
と
電
倍
す
れ
ば
部
活
と
帥
訟
で
帰

省

出

来

ぬ

と

新

聞

明

書

'

女

西
日
受
け
熱
き
鋪
装
飴
歩
み
来
て
木
陰
に
入
れ
ば
お

し

ろ

い

の

花

奥

理

吏

江

朝
ま
だ
き
菜
聞
に

一
人
格
引
き
ぬ
入
院
し
ゐ
る
失
を

思

ひ

て

小

出

礼

子

三
日
担
あ
け
し
の
み
に
て
わ
が
町
内
俸
並
木
に
M
m
リ

安

ら

ぐ

馬

場

千

的

子

君
征
き
し
鉄
路
は
錆
び
て
礎
線
と
な
れ
ど
出
血
ら
ぬ
鳳

仙

花

咲

く

長

谷

川

敏

子

324 
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国
道
6
号
線
と
J
R常
盤
線
に

は
さ
ま
れ
て
並
木

9
丁
目
自
治
会

が
あ
る
・
(
右
図
参
照
)

こ
の
あ
た
り
は
、
低
い
地
形
の

た
め
、
た
び
た
び
水
準
に
悩
ま
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
.
会
只
教

は
2
4
3
世
知
(
刊
号
、
・
盟
国
会

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
が
中
心
で

柿
成
さ
れ
て
い
る
。

会
長
を
務
め
る
大
野
信
夫
さ
ん

に
自
治
会
の
話
を
伺
っ
た
.

「
自
治
会
的
陥
し
は
、
毎
年
7
月

に
行
わ
れ
る

3
町
合
同
(
並
木
7

・8

9
丁
目
)
盆
踊
り
大
会
が
い

ち
ば
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
.
史
的

夜
空
に
、
ゃ
ぐ
り
末
以
が
目
的
り
特

一……………

恰肉神社祭ネb
に伴う~通規制

• 
同調
布健

自可
を 環境

まづの|
るくな i。

り い|
を 安
目 全

11 
標 な

並 に 街
木

会員九
住!丁

目 の み自
J，4回ゐ 結 よ
会

束 い11 
L 」 ノ

き
、
子
ど
も
た
ち
も
浴
衣
姿
で
元

気
に
踊
っ
て
ま
す
。
ま
た
2
か
月

に
l
回
会
報
か
あ
け
ぼ
の
'
を
先
行

し
町
内
の
行
事
、
役
貝
会
的
お
知

ら
せ
、
転
入
-
転
出
者
向
紹
介
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
町
内
消

婦
は
、
月
I
固
め
ど
よ
掃
除
、
夏
休

み
に
子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
公
園

内
草
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
役

只
の
任
期
は

1
年
で
毎
年
持
ち
回

り
に
し
て
い
ま
す
。
ニ
れ
は
会
只

の
皆
さ
ん
に
自
治
会
の
役
割
を
よ

布
佐
・
竹
内
神
社
肉
祭
礼
が
、

9

出
車
両
通
行
止
の
道
路
は
、
指

月
比
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
行
定
率
、
併
可
車
を
除
い
て
す
べ

わ

れ

ま

す

。

て

通

行

終

止

と

な

り

ま

や

。

祭

ニ
内
祭
礼
に
伴
う
交
通
規
制
は
、
礼
時
的
御
輿
、
山
地
の
通
行
中

左
図
の
と
お
り
で
す
の
で
、
現
場
は
片
側
通
行
と
な
り
ま
す
。
交

の
指
示
に
従
っ
て
安
全
通
行
に
ご
通
規
制
区
域
内
道
路
は
、
自
転

協

力

く

だ

さ

い

。

市

中

を

押

し

て

歩

き

ま

し

ょ

う

。

- 車 両通行止
9月13日(木)⑧~⑮ 13 :日日~14 : 00 

9 月 14 日(金)⑥~@ 19 回目。~20 : 40 

9月15日(土)⑥~⑤ 11: 50~12 ・ 5 日

9月15日(土)⑧~。 19:50~21 : 10 

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
な
ん

で
す
.

自
治
会
的
融
砲
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
水
害
対
策
。
雨
水
排
水
対

策
刊
か
年
計
画
も
今
年
で

8
年
目

を
む
か
え
、
並
木
地
区
の
排
水
路

改
修
工
事
を
残
す
だ
け
な
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
早
く
完
成
す
る
よ
う

に
、
市
に
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

最
近
は
、
ゴ
ミ
収
集
の
指
定
日

以
外
に
ゴ
ミ
袋
が
放
笛
し
て
あ
り
、

環
境
衛
生
の
而
か
ら
も
心
配
で
す
。

今
後
も
会
報
を
通
じ
て
、
会
貝
の

結
束
を
は
か
り
‘
住
み
良
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す

3
」。

V
会
長
大
野
信
夫
並
木
日
向

5
の
凶

め
V
こ
-r
似
し

b
φ
4
185 

地
元
旧
湖
北
村
出
身
内
相
物

曲
者
で
あ
る
中
野
議
官
，
)

が
山
形
県
新
庄
で
研
究
を
し
て

い
た
こ
と
が
あ
る
か
、
と
県
内

の
高
校
の
先
生
か
ら
夏
休
み
に

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
不
明
で
し
た
の

で
、
ま
ず
現
地
に
確
か
め
よ
う

と
し
て
、
は
っ
と
思
い
出
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

中
野
治
同
町
が
物
理
学
者
中
谷
宇

吉
郎
と
一
緒
に
研
究
を
し
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
聴
き
と
り
の
は
、

「優
秀
な
学
徒
が
集
ま
っ
て
真

記
憶
で
し
た
。
中
谷
字
吉
郎
は
惨
な
研
究
が
始
め
ら
れ
た
」
と
瞥

科
学
者
で
あ
り
な
が
ら
恩
師
寺
い
て
い
ま
す
。
こ
の
優
秀
な
学
徒

図
筑
彦
と
比
さ
れ
る
著
名
な
随
の
一
人
に
、
中
野
治
初
が
い
た
の

筆
家
で
、
名
著
『智』

(
昭
日
刊
)
で
し
ょ
う
か
。

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
事
実
を
破
怨
す
る
た
め

き
て
、
記
憶
に
し
た
が
っ
て
に
、
新
庄
市
史
編
き
ん
室
に
協
力

そ
の

『雪』

を
闘
い
て
み
る
と
、
を
あ
お
く
と
、
早
述
、
ゥ
首
客
運
動

序
文
に
中
谷
は
新
庄
に
あ
る
日
明
小
史
』
が
7
7
ク
ン
ミ
リ
で
送
ら

鳥

の

、

話

3E-a
，‘，
A.，
、
・
2

・aA
・k
‘

博
物
館

BF
個
室

EE--yaヲ
自
陣

5
万
人
目
は
太
田
春
嘉
君
(
横
浜
市
)

「
人
と
自
の
共
存
を
め
ざ
し
て
」
子
市
内
親
類
町
家
に
遊
び
に
来

を
テ
!
?
に
、

5
月
に
開
館
し
た
て
い
た
太
田
審
孫
君

(
5歳
)
@

鳥
の
博
物
館
内
入
館
者
数
が
‘
開
博
物
館
か
ら
は
、
記
念
品
と
し

館
町
四
日
目
的

8
月
間
日
(
土
)
、

5

て
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
や
花
束
、
テ

万

人

を

突

破

し

ま

し

た

。

レ

ホ

ン

カ

l
ト
な
ど
が
贈
ら
れ

こ
の
日

5
万
人
固
め
入
館
者
と
ま
し
た
。
(
写
真
)

な
っ
た
の
は
、
お
盆
休
み
を
利
用
し
な
お
、
こ
の
日
ま
で
の
入
館

て
家
抜
辿
れ
で
械
浜
市
か
ら
我
孫
者
数
は
、

5
万
1
4
1
人
で

1

日
平
幼
に
す
る

と
約
6
5
0
人。

I
目
的
入
館
者

数
の
忠
商
は
、

あ
や
め
終
り
が

行
わ
れ
た
6
月

ω日
向

2
8
8

4
人
と
な
っ
て

い
ま
す
ω

『

、ー

れ

宮
地
方
農
村
経
済
開
査
所
(
以
下

宙
開
)
で
智
容
の
実
情
を
見
聞
し

た
と
犯
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第

一
帯
「蛍
何
人
生
」
で
は
気
象
学
者

岡
田
武
松
が
賞
賛
し
た
『
北
越
宙

開
』
を
紹
介
し
な
が
ら
、

自
制
に

れ

て

き

ま

し

た

。

が

参

加

し

、

さ

ら

に

驚

〈

二

と

に

営
側
つ
ま
り
積
雪
地

方

燐

村

経

は
管
制
と
つ
な
が
る
民
芸
調
査
に

済
制
査
所
は
、
昭
和
八
年
に
農
林
柳
宗
悦
が
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

省
の
研
究
機
関
と
し
て
新
庄
に
設
し
か
し
、
「
管
省
巡
動
小
史
」
に

賞
さ
れ
て
い
ま
す
.
こ
の
営
側
は
、
は
中
野
治
院
の
配
械
は
み
え
ま
せ

農
業
恐
慌
、
冷
筈
凶
作
小
作
、
(
労
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
か
ら

働
)
争
絞
め
多
発
そ
し
て
峨
争
へ
数
日
す
る
と
、
今
度
は
同
じ
く
新

と
す
す
む
昭
和
史
的
流
れ
の
な
か
庄
町
村
山
首
地
方
向
此
山
村
研
究
資
料

で
、
波
宮
地
方
的
経
済
更
正
巡
動
館
か
ら

「
世
間
科
学
報
告
」

2
号

タ
l
ゲ
y
ト
パ

I
ド
ゴ
ル
7

を
ご
存
じ
で
す
か
.
ゴ
ル
フ
ポ

ー
ル
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
田
明

が
つ
い
た
よ
う
な
ポ

l
ル
を
ゴ

ル
7
7ラ
ブ
で
打
ち
、
品
唱
を
逆

の
拠
点
と
な
り
、
「
官
固
め
暮
ら
し

と
学
問
文
化
を
ひ
と
つ
の
も
の
に

し
よ
う
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
分
野

町
学
者
-
技
術
者
・文
化
人
と
民
衆

の
活
動
」
の
場
で
し
た
。

そ
の
メ

ン
バ
ー
に
は
、
ぷ
副』の

中
谷
字
吉
郎
北
大
教
授
が
お
り
、

強
築
家
で
柳
田
闘
m
刊
に
師
事
し
た

考
現
学
者
の
今
和
次
郎
早
大
教
授

れ

れ

『

ιー

に
広
げ
た
よ
う
な
ホ

l
ル
に
入

れ
る
妓
技
。
基
本
ル

l
ル
は
、
コ

ル
フ
と
同
じ
で
す
。

場
所
に
よ
っ
て
、
自
由
に
コ

l
え
が
と
れ
.
ポ
ー
ル
が
軽
量

で
飛
距
離
が
短
い
た
め
、
安
全

性
が
布
く
、
そ
れ
で
い
て
、
十
分

ゴ
ル
7
気
分
を
味
わ
え
る
の
が

魅
力
で
す
・

現
在
、
市
体
育
指
峨
委
貝
が

こ
の
ス
ポ

l
y
の
普
及
に
努
め
、

毎
迎
水
・
土
嶋
田
午
前

ω時
か

ら
正
午
ま
で
‘
湖
北
台
中
央
公

闘
で
無
料
山
判
例
会
を
間
航
。
ま
た
、

白
治
会
等
で
行
い
た
い
場
合
は
、

体
育
諜
含
(
間
山
)
1
1
5
1
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

手
軽
に
味
わ
え
る
ゴ
ル
フ
気
分

今、川
H
W
D
r
が
面
白
い

(
昭
和
悶
年
)
が
速
途
で
周
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
は
研
究
者
肉
筆
頭

に
、
「
東
京
帝
国
大
学
教
絞
理
学

博
士
中
野
治
町
四
」
と
紀
さ
れ
、
昭

和
ロ
年
1
月
に
米
沢
名
庄
の

H

勾

謀
。
の
栽
培
を
椛
策
し
た
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

伸
一
吉
来
。
と
は
、
米
沢
町
名
底
で

コ
マ

ツ
ナ
の
変
帳
、
耐
寒
性
が
強

く
、
大
形
で
留
に
埋
れ
て
か
ら

太
く
軟
ら
か
い
白
色
町
花
茎
を

出
す
食
用
植
物
で
、
生
野
菜
が

欠
乏
す
る
冬
に
‘
郷
土
料
理
的

「
冷
村
』
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

故
郷
手
賀
沼
の
滅
的
研
究
か

ら
出
発
し
、
東
京
一
帝
大
教
授
と

な
っ
た
中
野
治
男
は
、
昭
和
的

日
本
農
村
の
暗
部
を
象
徴
す
る

東
北
町
窮
状
に
あ
っ
て
、
雪
中

に
育
つ
，
信
楽
H

の
栽
絡
を
拡
大

普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
‘
純

物
酷
者
向
立
場
か
ら
官
図
的
自

力
更
正
運
動
に
参
加
し
て
い
た

の
で
す
.

中
野
治
口
聞
が
校
閲
し
た
地
元

郷
土
史
の
名
著
『
湖
北
村
総
』
は

今
年
で
刊
行
叩
周
年
を
む
か
え

ま
す
.

こ
の
時
期
に
も
う
一
度
、
中

立
践
的
仕
事
と
人
生
を
再
評

価
す
る
こ
こ
ろ
み
が
な
さ
れ
て

も
よ
さ
そ
‘
フ
で
す
。

(
市
史
編
さ
ん
室
)

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
自
費
出
版

古
文
書
講
座
の
岡
田
先
生

こ
の
ほ
ど
.
岡
田
似
治
さ
ん

(
中
峠

-m歳
)
H写
真

H
が
、
十

数
年
に
わ
た
勺

て
研
究
し
て
き

た
郷
土
史
を
ま
と
め
ら
れ
‘
『
手

削

n
沼
周
辺
宿
村
の
碁
略
的
研

究』

(
A
5
刊
3
3
3
一
向
)
を
日

貸
出
版
し
ま
し
た
.

あ

び

岡
田
さ
ん
は
市
史
編
さ
ん
委
員

で
、
古
文
魯
講
師
出
向
先
生
と
し
て

大
勢
町
後
磁
を
育
て
る
か
た
わ
・
旬
、

市
議
を
す
き
て
か
ら
市
史
研
究
部

底
的
仲
間
と
な
っ
て
・
生
れ
故
郷

の
雌
史
を
湖
究
研
究
。

そ
し
て
、
我
綿
子
街
、
恨
戸
村
‘

柴
帆
町
村
、
新
木
村
、
布
佐
村

な
ど
の
一
旧
名
主
毛
や
寺
院

に
残
る
脳
大
な
地
元
古
文

書
研
究
に
取
り
く
み
、

6

本
的
論
文
を
完
成
.
そ
れ

に
自
分
史
を
加
え
、
一
問

的
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。

次
は
句
集
を
出
版
し
た

い
と
ま
だ
ま
だ
志
気
盛
ん

で
す
の

句、，

あ

勺

L. 

れ

れ

325 



第788号 局 (1). ご 1990， g， 1 (6) 

平成2年8月1日現在人口121，ω4人(+ 1.191人)
男60，817人女60，267人

*也待費~38 ， 875世需(+1 ， 035世帯)

.市民図笛館本館84-1110 湖北台

分館87一犯55 布佐分館ω-13'11

話量出図密館87-0909

.都市改造事務所 85-1171

・身体陣容者福祉センタ 88-014'1 
.あらさ園 88-41f沼
・つつじ荘 88-0123
・生活環焼探(浄化憎)87-2379 

(ゴミ)87-∞15(し尿)随一2547
・布佐南近隣センター鈎-3740
・天王台北近隣センター 82-9988
・湖北台市民センター 88-9927
.布佐市民センター 89-1193

.市役所本庁防-1111
・つくし野支所 84一郎01
・湖北台支所 88一関28
・湖北支所 88-21竹
・布佐支所 ω-2お8
・叙宵霊員会 85-竹51
・水道局 84-0111
・消防署 84-0119
.少年センター 84-19∞
.保健センター 87-1131
・市民会館 84-3311
・中央公民館 82-0515
・腐の間物館 85-2212
・市民体育館 87-1155
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砂日時 9月8日(土〉、 9日〈巴〉

午前10筒から午後4時

砂燭所 市民会館太会務室主

分から4時30分

砂崩所市民会館〈入場限利)

炉内容映画「痴呆性老人の世界」

の上映、鵠演羽田澄子氏、緊急通

砂問い合わ世関宮(82)44凶 報システム紹介コーナーなど

|霊堂島号Eg実雲| 「問い合わぜ高齢者衛祉課 i 

9月2白〈臼〉午附情 lふれあい力一ドづくり|
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四
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砂日時 9月ア日〈金)午後1時30

分から3時30分

~U陣所申央公民館(先也20名〉

b費用 T∞円

砂符舎ハサミ、のり

砂申し込み・問い合わせ 電話で

9月5日(7)0までに申央公民館

ft(82)0515へ

1ボランティア入門養成績座 1 1 ~楽しく健康づくり'参加者 lir食と織の博覧会
同時 9月間体〉午前1崎釦 利恨川そいの史跡名所を歩き | 吉ぱ'90J

ら午後3時〈昼食伺〉 芯ガう健康づくりをしまぜんか。/

~II!所 東笥師合同庁舎〈侶戸市〉 砂期間 10月から12月の第1日賂 |期間 :11月18日-12月16日

会副I1I!1メツセ炉内包 ポランティ戸の憲臨と役 目3回シリーズ〈弁当時童書〉

割(受講煎料、先ili1∞名〉 砂歩く距厳 約 6.......8~o~"i:

砂申し込み問い合わせ 電信で 惨申し込み問い合わせハガキ

9月21日〈金〕までに寮s飾5<庁在 lこ住所、氏笛、年齢、 m路歯雪を

会福祉協強会官0473(61)2111へ 明記し、 9月ア日(消印宵効〉まで

|刊刷岬球クラブ会員| に我府新制中央公民館
宮 (82)0515へ

砂練習日目週水随日午前10時か リ軍害者の働くUFおおばんJ

ら正午 川D利用者・協力者

惨入燭科大人13∞向、 高~

笠B∞円、小中学生日泊四

砂前売券発売所平民@I>5、

ブックススズキ、荒井!I>5、

石川審光盤、湖北マイン内あ

ぴこサービスセンター、レコ

ードあっぷる、ポピ一、申央

公民館、 ~E館市佐・湖北台
惨対象 40歳以上で峰験のある方 砂仕事の内容 白熱食昂販売、l!ll I分館、市民会館内売后ひろガ

砂羽田所市民俸育館 住車、焼昂回服、バザー |り =趨政探=

炉問い合わせ原本宮〈邸〉ω34
〈午後6腐-9筒〉

| J~ソコン講座受講者|

講習日 内 容

9月13日体J寝室とシツのとり

20日開 排ぜつの世M

27日間 身体のふき方

10月18伺) マッサージの仕万

11目的 食事の工夫

168欄 リハビリの耳平

228何 掬呆償老人について

惨内容ねたきり老人に対する介

2置について〈受論燃料〉

惨時間午前10筒から正午

砂鋼所寿市民センター大会議室

砂申し込み問い合わせ 電笛で

9月8日〈土〉までに社会福祉協阪

会ft(84)1539へ
lA991柑持 | 学院社会 人 | 

砂崩所市民会館第4，5会議室 けます。 惨腺程経営学研究斜修士課程

惨内容申句史について 砂 膚 橿ー般車務摘佐〈図宙整理 砂資倍大学卒業後5年以上経過

炉開師佐伯育一氏 (111何学園女 員含む〉、給食劉理員 し定方、民間企業叉は政府綬関

子大学教殴〉 砂保周期間 10月以降に随時保周 自治体などで3年以上の実務経駿

惨費用 1固5∞円 惨資俗 学歴、年齢、経験は問いのある方(5名程度〉

砂申し込み ・問い合わせあびこ

シルクロードーサークル寺島

世 (82)12∞

|カラオケ大会|
砂日時 9用何回(土〉午後T鴎ガ

ません

砂賃金日給46∞円

砂申し込み 人事腺に備えてある

申込用紙に必要事項を明記し、 9
月14日〈金〉までに直服申し込んで

ください。

ら5関〈害事加無約、飲物1司〉 炉問い合わ世 人事際

?iE忍な誌;tfJ〉1|ふれあいキャンプ参加者側
砂対象 60館以主の万 砂日鱒 9月27日〈木〉から29日

砂定員先萄303 土〕の2泊 38

砂問い合わせ村総n(83)1712 惨渇所 水酒造市あすなうの霊

i無料住宅相談と包T研ぎ| :3f登誤;立令3125
砂日時 9月9日〈臼〉午前100奇か ら中学生〉

砂出願期間平成3年2月1臼

(金〉から2月7日(木〉

・・鼠蛾内容 包類曾査、 lI!~己鼠験

〈英語、小詩文〉、薗箆

砂申し込み問い合わせ干185

東京都国分寺市南町1の7東京経

済大学叡務課大学院係官0423(21) 

A C Tの会ショート
ストーリーコンテスト作昂

砂応募作白 国際'Q'派活動の一環

として白・英2か国箆のコミユ二

ケーション姥誌に渇織する作白、

内密はノンフィクション導自由、

(貨も同窓)

ら午後3筒(雨天決行〉 砂穆加 費無制 砂申し込み・問い合わせワープ

砂樋所布佐ヲ 号公也 砂申し込み問い合わ世ハガキ ロで英文もしくは日本麗35∞字程

炉内容 住宅なんでも祖E賞、包了 に毒事加者の住所、氏名、性別、電 度の{乍dolこ住所、氏名(ふりガ主主〉

研ざけ人1T) &'i番号、学般名、学年、保過者名 を明~し、郵送で9月初日(日)8'

惨問い合わせ干繁土建設孫子東 を明記し、9月10日〈月〉までlご教 でlこ臼W3の8の6の304ACT 

分会佐藤宮(88)8912 育蚕員会福碍際世(85)1151へ の会ー舗法掛来世(84)9828へ

惨問い合わせ石川、市佐1の15

の2官(89)0147話作業所の段G喝

所布佐旭区を股してます。こ協力

怠い、限りt盈わ怠いJ

お米は、知事許可居で購入
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